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【今月の表紙】

　小代区の子育て子育ち

事業の顔合わせ会に参加

した皆さん。元気いっぱ

いです。

香美町地域防災計画の
見直しを行いました見直しを行いました

まちの防災対策の要
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●問い合わせ先　役場防災安全課

　本町では、平成 19年 3月に「風水害等対策編」、「地震災害対策編」および「資料編」の 3編構成の「香美

町地域防災計画」を策定しています。この地域防災計画は、災害対策基本法（昭和 36年法律第 223 号）の規

定により、国の中央防災会議が作成する防災基本計画に基づいて検討、修正を行うこととなっています。

　平成 23年 3月 11 日に発生した東日本大震災、また、令和 2年の新型コロナウイルス感染症対応の教訓を

踏まえ、国は防災基本計画の、県は地域防災計画の見直しを図っています。このたび、これらの修正内容を踏

まえたうえで、令和 3年 5月 20 日に施行された改正災害対策基本法との整合を図り、さらに、町独自の取り

組みも加えるなど「香美町地域防災計画」の見直しを行いました。

まちの防災対策の要

１． 国の防災基本計画・県の地域防災計画の

修正を踏まえた見直し

①新型コロナウイルス感染症関係

• 避難所における過密抑制

• 平時の防災部局と保健福祉部局の連携

• ホテルや旅館などの避難所としての活用の検討

• 県が作成した避難所運営ガイドラインの活用

• 衛生物資の備蓄と調達　　など

②災害予防関係

• ライフライン事業者などへの重要施設の登録

• 非常用電源の確保

• 電力会社などとの連携強化と事前対応

• 通信事業者などとの連携強化と事前対応　　など

２．改正災害対策基本法を踏まえた見直し

• 避難勧告、避難指示の一本化

• 個別避難計画の作成の努力義務化

• 広域避難体制の強化　　など

３．その他の見直し

• 地域対策（警戒）本部の整理

• 指揮命令系統の見直し

• 町の災害時配備体制と担当職務の見直し

• 新たに整備したリモート設備やＩＰ無線の活用

• 防災行政無線（移動系）の見直し

•  字、区、名称、各種数値・図表データなどの記述内容の時点修正 など

「災害発生時」→「災害時（災害が発生し、または発生するおそれがある場合）」

「災害時要援護者」→災害対策基本法第 8条に規定する「要配慮者」

主な計画の見直し内容主な計画の見直し内容

香美町地域防災計画の香美町地域防災計画の
見直しを行いました見直しを行いました

　本町では、平成 27年 3月に「香美町地域防災計画」の概要版という位置付けで防災ハンドブックを発行し、

町民の皆さんに配付していました。しかし、発行から年数が経過していることもあり、このたび、見直しの内

容を反映し、最新のデータに基づいて再発行することとしました。

　今回のハンドブックは差し替え式としており、「香美町防災関係綴」と記載したファイルと、防災関係の書

類に分け、4月中旬に全戸に配付していますので、今後町から配付する防災関係の書類についてもこのファイ

ルにまとめて綴じてください。加えて、家族の目に付くところに常備し、災害への備えとして目を通していた

だくと共に、家族や地域で災害について話し合いをする際に活用してください。

最新版の防災ハンドブックを発行しました！最新版の防災ハンドブックを発行しました！

あなたと大切な人の命を守るために重要な
情報を分かりやすく掲載しています。

町ホームぺージ
香美町防災ハンドブック

2022 年度版

これから配付される防災関係書類を
まとめて綴りましょう。
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まちからのお知らせ

●問い合わせ先
　役場福祉課

児童虐待防止児童虐待防止
の取り組みの取り組み

　

令
和
２
年
度
の
全
国
の
児
童
相
談
所
に
お

け
る
児
童
相
談
対
応
件
数
は
20
万
件
を
超
え
、

過
去
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。
通
報
で
救
え

る
児
童
が
増
え
る
一
方
、
重
大
な
事
件
も
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見

つ
け
た
時
に
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
町
の
窓
口

や
豊
岡
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
児

童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル「
１
８
９（
い

ち
は
や
く
）」
に
連
絡
（
通
告
）
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
虐
待
を
未
然
に
防
止
す
る
に
は
、

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
困
り
ご
と
を
解
決

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
町
で
は
、
今
年
度

か
ら
「
子
ど
も
家
庭
支
援
員
」
を
配
置
し
、

子
ど
も
の
い
る
家
庭
の
支
援
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
取
り
ま
く

家
庭
問
題
や
子
育
て
の
悩
み
な
ど
を
受
け
、

困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
一
緒
に
解
決
の

方
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
本
人
、
保
護
者
、
親
族
、
知
り
合

い
、
近
所
の
人
、
学
校
の
先
生
な
ど
、
ど
な

た
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
相
談
し
た
人
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

●
児
童
虐
待
に
関
す
る
連
絡
（
通
告
）
先

　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

１
８
９

　

豊
岡
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

０
７
９
６
・
22
・
４
３
１
４

　

児
童
虐
待
防
止
24
時
間
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

０
７
９
６
・
22
・
９
１
１
９
（
夜
間
・
休
日
）

　

役
場
福
祉
課

　

０
７
９
６
・
36
・
１
９
６
４

町ホームぺージ
児童相談窓口の
お知らせ

厚生労働省ホームぺージ
児童相談所虐待対応
ダイヤル「189」について

▲「子ども家庭支援員」が親身に相談に応じます。

●問い合わせ先
　役場企画課

助成制度を創設！助成制度を創設！
積極的に使って積極的に使って
鉄道を守りましょう鉄道を守りましょう

【
助
成
上
限
額
】

●
申
請
方
法

　

鉄
道
を
利
用
し
て
か
ら
30
日
以
内
に
「
鉄

道
利
用
促
進
助
成
金
交
付
申
請
書
兼
請
求

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
鉄
道
の
利
用

と
対
象
経
費
が
確
認
で
き
る
資
料
（
※
２
）

を
添
え
て
役
場
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
鉄
道
利
用
機
会
の
増

加
と
鉄
道
路
線
維
持
に
対
す
る
意
識
向
上

を
図
る
た
め
、
鉄
道
を
利
用
し
た
人
に
助

成
金
を
交
付
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
会
に
積
極
的
に
鉄
道
を
利
用

し
、
大
切
な
移
動
手
段
で
あ
る
鉄
道
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

●
交
付
対
象
者

　

本
町
内
に
住
所
が
あ
る
人

　

香
住
高
校
、
村
岡
高
校
、
出
石
特
別
支
援

学
校
み
か
た
校
に
通
学
す
る
生
徒
（
住
所
が

町
外
に
あ
る
人
も
含
む
）

※ 

国
や
県
、
市
町
な
ど
の
他
の
鉄
道
利
用
に

関
す
る
助
成
と
は
併
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
対
象
経
費
・
助
成
額

　

佐
津
駅
、
柴
山
駅
、
香
住
駅
、
鎧
駅
、
餘

部
駅
を
出
発
地
・
到
着
地
と
し
て
、
２
人
以

上
で
鉄
道
を
往
復
利
用
す
る
場
合
の
利
用
料

金
（
運
賃
お
よ
び
特
急
料
金
）
の
半
額
を
助

成
し
ま
す
。

※
通
学
定
期
券
・
通
勤
定
期
券
は
対
象
外

JR 営業キロ（※１） 助成上限額（往復）

200km以下 3,000 円／人

201km以上 300km以下 4,000 円／人

301km以上 5,000 円／人

（
※
１
）

　

Ｊ
Ｒ
が
運
賃
を
計
算
す

る
際
に
使
用
す
る
距
離
の

単
位
で
、
Ｊ
Ｒ
お
で
か
け

ネ
ッ
ト
で
運
賃
を
検
索
す

る
と
目
的
地
ま
で
の
所
要

時
間
や
運
賃
と
合
わ
せ
表

示
さ
れ
ま
す
。

JR おでかけネット

（
※
２
） 「
乗
車
記
念
印
」の
押
印
を
受
け
た
乗
車
券
、

特
急
券
お
よ
び
整
理
券
、
ま
た
は
列
車
内

で
撮
影
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
画
像
。「
乗
車

記
念
印
」
は
有
人
駅
の
場
合
は
改
札
、
無

人
駅
の
場
合
は
乗
車
駅
で
運
転
手
ま
た
は

車
掌
に
持
ち
帰
り
を
申
し
出
る
こ
と
で
、

押
印
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町ホームぺージ
【鉄道】鉄道利用促進
助成金 ～公共交通を
乗って守ろう！！～
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まちからのお知らせ

●問い合わせ先
　役場福祉課

日本赤十字社日本赤十字社
活動資金への活動資金への
ごご協力を協力を

●
募
集
期
間

　

５
月
12
日
（
木
）
〜
６
月
10
日
（
金
）

●
募
集
方
法

　

区
長
・
自
治
会
（
区
）
長
を
通
じ
て
チ
ラ

シ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
毎
年
５
月
を
赤

十
字
運
動
月
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
活
動
資
金
は
、
災
害
時
の

医
療
救
護
、
災
害
へ
の
備
え
な
ど
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
活
動
の
主
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
今
年
も
資
金
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●問い合わせ先
　役場農林水産課
　各地域局

緑の募金・緑の募金・
緑化推進事業の緑化推進事業の
お知らせお知らせ

　

緑
豊
か
な
ま
ち
に
す
る
た
め「
緑
の
募
金
」

を
財
源
に
、
樹
木
（
桜
・
紅
葉
な
ど
）
の
植

栽
に
よ
る
景
観
美
化
事
業
に
対
し
て
助
成
を

行
い
ま
す
（
最
大
７
万
円
）。
実
施
団
体
は

公
募
に
よ
り
選
定
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る

地
区
・
団
体
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
が
多
い
場
合
は
、
事
業
内
容
の
審
査

な
ど
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
事
業
の
流
れ

①
申
請
書
を
提
出
し
ま
す
。

• 

申
請
書

 　

 

役
場
農
林
水
産
課
ま
た
は
各
地
域
局
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

• 

提
出
場
所

　

 

役
場
農
林
水
産
課
ま
た
は
各
地
域
局

• 

提
出
期
限

　

６
月
17
日
（
金
）

②
審
査
・
選
定

　

 

内
容
を
審
査
し
、
交
付
決
定
（
不
決
定
）

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

③
事
業
を
実
施

　

 

交
付
決
定
を
受
け
て
か
ら
、
苗
木
な
ど
の

購
入
や
植
樹
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

④
実
績
報
告
書
を
提
出

　

 

事
業
の
完
了
後
、
実
績
報
告
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
町
が
現
地
を
確
認
後
、
助

成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

森
林
や
緑
は
、
私
た
ち
が
健
康
で
文
化
的

な
暮
ら
し
を
営
む
上
で
大
切
な
資
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
資
源
を
守
り
育
て
る
た
め

全
国
的
に
募
金
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
緑
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
、
緑
の
募
金
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
運
動
で
集
ま
っ
た
募
金
は
、
集
落
で

の
樹
木
の
植
栽
へ
の
助
成
や
、
学
校
の
花
づ

く
り
運
動
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
年

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
募
金
期
間

　

５
月
12
日
（
木
）
〜
６
月
10
日
（
金
）

●
募
金
方
法

　

区
長
・
自
治
会
（
区
）
長
を
通
じ
て
チ
ラ

シ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

緑
の
募
金
に
つ
い
て

緑
の
募
金
に
つ
い
て

緑
化
推
進
事
業
に
つ
い
て

緑
化
推
進
事
業
に
つ
い
て

●問い合わせ先
　町教育委員会教育総務課

夏休みを夏休みを
短縮します短縮します

●
令
和
３
年
度
ま
で
（
変
更
前
）

　

７
月
21
日
〜
８
月
31
日

●
令
和
４
年
度
か
ら
（
変
更
後
）

　

７
月
21
日
〜
８
月
27
日

　

外
国
語
の
導
入
に
よ
る
授
業
時
数
の
増

加
に
加
え
、
気
象
警
報
発
令
や
感
染
症
に

よ
る
臨
時
休
業
日
の
増
加
に
備
え
て
、
令

和
４
年
度
か
ら
町
内
の
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
の
夏
季
休
業
日
（
夏
休
み
）
を
４
日

間
短
縮
し
、
授
業
時
数
を
確
保
し
ま
す
。

　

変
更
後
の
日
付
は
次
の
と
お
り
で
す
。



5 －広報 ふるさと香美 2022.5

KAMI INFORMATION

　

手
話
を
学
び
た
い
人
や
興
味
の
あ
る
人

を
対
象
に
、
手
話
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

毎
年
「
入
門
課
程
」
と
「
基
礎
課
程
」
を

隔
年
で
開
講
し
て
お
り
、
今
年
度
は
「
基

礎
課
程
」
を
開
講
し
ま
す
。「
入
門
課
程
」

を
受
講
し
た
人
や
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
す
人
、
手
話
で
会
話
す
る
こ
と
に
自
信

を
つ
け
た
い
人
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
と
き

　

６
月
３
日
〜
12
月
９
日
の
毎
週
金
曜
日

　

19
時
30
分
〜
21
時
（
全
25
回
）

●
と
こ
ろ

　

香
住
区
中
央
公
民
館

●
対
象
者

　

「
入
門
過
程
」
を
受
講
し
た
人
や
興
味
の

あ
る
人
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

●
内
容

•  

手
話
や
聴
覚
障
害
に
関
す
る
知
識
を
身
に

つ
け
、
実
践
を
交
え
て
手
話
に
親
し
み
ま

す
。

●問い合わせ先
　町教育委員会生涯学習課

スポーツ関係スポーツ関係
補助事業の補助事業の
お知らせお知らせ

　

体
育
お
よ
び
文
化
活
動
に
お
い
て
、
県
代

表
と
し
て
全
国
大
会
に
出
場
す
る
人
に
経
費

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
大
会

　

教
育
関
係
機
関
・
団
体
が
主
催
ま
た
は
主

管
す
る
全
国
大
会
な
ど

●
対
象
者

　

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
か
つ
、
居
住
し
て

い
る
人
で
、
対
象
大
会
に
県
を
代
表
し
て
出

場
す
る
人

●
対
象
経
費

　

交
通
費
、
宿
泊
料
、
参
加
費
、
保
険
料
な
ど

●
補
助
金
額

• 

対
象
経
費
の
50
％
以
内

• 

上
限
額
は
国
内
３
万
円
・
国
外
10
万
円

●
申
請
手
続
・
期
限

　

所
定
の
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
出
場
大
会
が
開
催
さ
れ
る
日
の
10
日
前

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
受
付
場
所

　

香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
村
岡
区
中

央
公
民
館
、
小
代
区
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

　

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
お
い
て
、
資
質

の
高
い
指
導
者
を
養
成
し
、
各
競
技
者
の
レ

ベ
ル
の
向
上
を
図
る
た
め
、
指
導
者
が
資
格

取
得
な
ど
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

●
対
象
者

　

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
か
つ
、
町
内
に
所

在
地
が
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
指
導
者

●
対
象
経
費

　

講
習
会
、
資
格
取
得
に
要
す
る
経
費
の
う

ち
、
交
通
費
、
宿
泊
費
、
受
講
料
な
ど

●
補
助
金
額

• 

対
象
経
費
の
50
％
以
内

• 

上
限
額
５
万
円

●
申
請
手
続

　

事
業
実
施
前
に
申
請
書
を
提
出
し
、
交
付

決
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
受
付
場
所

　

香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習

課
、
小
代
区
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

（
新
設
）
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
事
業
補
助

（
新
設
）
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
事
業
補
助

大
会
派
遣
補
助

大
会
派
遣
補
助

町ホームぺージ
スポーツ指導者養成
事業を新設しました

• 

手
話
技
術
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

●
受
講
料

　

無
料

※
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

●
申
込
期
限

　

５
月
23
日
（
月
）　

17
時
15
分
ま
で

※ 

申
込
用
紙
は
役
場
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域

局
に
あ
り
ま
す
。

●問い合わせ先
　役場福祉課

手話を学んで手話を学んで
みませんかみませんか

▲丁寧な指導で手話技術のスキルアップを目指します。
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まちからのお知らせ

●問い合わせ先
　役場企画課
　役場建設課

住宅関連事業住宅関連事業
のの

お知らせお知らせ

　

空
き
家
の
こ
と
で
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
本
町
で
は
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
運

営
し
、
使
わ
な
く
な
っ
た
空
き
家
の
利
活
用

を
促
進
し
て
い
ま
す
。
お
困
り
の
こ
と
が
あ

れ
ば
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て

　

空
き
家
物
件
情
報
を
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（W
O
N
D
E
R
 K
A
M
I

）
で
公
開
し
、
本
町
へ

の
移
住
を
考
え
て
い
る
人
な
ど
と
物
件
所
有

者
の
橋
渡
し
を
す
る
仕
組
み
で
す
。

●
登
録
方
法

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
役
場
職
員
が
現
地
を
確
認
し
ま

す
。 空

き
家
の
こ
と
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

空
き
家
の
こ
と
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

住
宅
改
修
（
リ
フ
ォ
ー
ム
）
工
事
の
際
は

住
宅
改
修
（
リ
フ
ォ
ー
ム
）
工
事
の
際
は

住
宅
改
修
費
助
成
制
度
を
利
用
く
だ
さ
い

住
宅
改
修
費
助
成
制
度
を
利
用
く
だ
さ
い

香
美
町
住
宅
改
修
費
助
成
金

　

町
内
の
業
者
を
利
用
し
て
住
宅
改
修
（
リ

フ
ォ
ー
ム
）
工
事
を
す
る
人
に
対
し
て
、
香

美
町
商
工
会
加
入
店
舗
で
利
用
可
能
な
商
品

券
を
交
付
し
ま
す
。

●
交
付
要
件

•  

申
請
者
が
所
有
し
、
居
住
し
て
い
る
（
住

民
登
録
が
あ
る
）、
ま
た
は
居
住
予
定
で

あ
る（
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
の
場
合
）。

•  

申
請
す
る
工
事
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に

町
の
住
宅
改
修
に
関
す
る
補
助
金
な
ど
の

交
付
を
２
回
以
上
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

•  

申
請
者
お
よ
び
そ
の
世
帯
員
が
町
の
徴
収

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

•  

町
内
の
業
者
が
施
工
す
る
工
事
で
費
用
が

20
万
円
以
上
の
も
の
、
ま
た
は
空
き
家
利

用
者
が
自
ら
実
施
す
る
改
修
工
事
（
Ｄ
Ｉ

Ｙ
）
で
原
材
料
の
購
入
費
用
が
総
額
20
万

円
以
上
の
も
の

※ 

補
助
率
や
補
助
上
限
額
な
ど
、
詳
し
く
は

役
場
企
画
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
方
法

　

住
宅
改
修
工
事
に
着
手
す
る
前
に
、
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

香
美
町
老
朽
危
険
空
家
除
却
支
援
補
助
金

　

適
切
な
管
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で

放
置
さ
れ
て
い
る
空
き
家
な
ど
を
除
却
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
空
家

• 

町
内
に
存
す
る
木
造
の
空
き
家

• 

個
人
が
所
有
す
る
空
き
家

• 

町
が
行
う
建
物
不
良
度
測
定
で
一
定
の
基

　

準
を
満
た
し
た
空
き
家

※ 

事
前
に
補
助
対
象
空
き
家
に
該
当
す
る
か

を
調
査
す
る
た
め
、
調
査
の
申
し
込
み
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

　

補
助
対
象
空
き
家
な
ど
の
所
有
権
者
ま
た

は
所
有
権
者
か
ら
承
諾
を
得
た
上
で
解
体
撤

去
を
実
施
す
る
自
治
会
な
ど

●
補
助
対
象
工
事

　

町
内
業
者
に
発
注
す
る
補
助
対
象
空
き
家

の
除
却
工
事
で
解
体
、
撤
去
、
処
分
、
整
地

な
ど
に
必
要
な
経
費

●
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
６
分
の
１
以
内
で
上
限

額
33
万
３
０
０
０
円

※ 
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
役
場
建
設
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

簡
易
耐
震
診
断
推
進
事
業

　

耐
震
診
断
技
術
者
が
、
住
宅
を
調
査
し
、

耐
震
性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

●
対
象
住
宅

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
住

宅●
助
成
金
額

　

診
断
費
用
の
９
割
（
木
造
戸
建
て
の
場
合

の
自
己
負
担
額
３
１
５
０
円
）

香
美
町
住
ま
い
の
耐
震
化
事
業

　

住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

●
対
象
住
宅

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
、
耐

震
診
断
で
安
全
性
が
低
い
と
判
断
さ
れ
た
住

宅
で
、
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制
度
に
加
入

し
て
い
る
も
の

●
助
成
金
額

•  

計
画
策
定
費
補
助
（
費
用
の
３
分
の
２
以

内
で
戸
建
20
万
円
、
そ
の
他
共
同
住
宅
12

万
円
×
戸
数
が
上
限
）

•  

改
修
工
事
補
助
（
戸
建　

最
大
１
０
０
万

円
、
そ
の
他
共
同
住
宅　

40
万
円
×
戸
数

が
上
限
）

•  

建
替
工
事
費
補
助
（
戸
建　

最
大
１
０
０

万
円
、
そ
の
他
共
同
住
宅　

40
万
円
×
戸

数
が
上
限
）

※ 

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
役
場
建
設
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

空
き
家
な
ど
の
除
却
費
用
を

空
き
家
な
ど
の
除
却
費
用
を

補
助
し
ま
す

補
助
し
ま
す

耐
震
化
診
断
・

耐
震
化
診
断
・

耐
震
化
工
事
の
助
成
制
度

耐
震
化
工
事
の
助
成
制
度

香美町移住定住ガイド
WONDER KAMI
空き家紹介ページ

町ホームぺージ
香美町住宅改修費

助成金
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KAMI INFORMATION

●問い合わせ先
　役場農林水産課
　県環境部自然・鳥獣共生課
　℡ 078・362・9084

狩猟免許を狩猟免許を
取得しませんか取得しませんか

●
狩
猟
免
許
と
は

　

狩
猟
期
間
中
に
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
狩

猟
鳥
獣
の
捕
獲
に
必
要
な
資
格
で
す
。

　

ま
た
、
県
や
市
町
の
許
可
を
受
け
て
実
施

す
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
も
原
則
必
要
で
す
。

●
免
許
の
種
類

• 

網
猟
（
主
に
鳥
類
）

• 

わ
な
猟
（
獣
類
の
み
）

• 

第
一
種
銃
猟
（
装
薬
銃
、
空
気
銃
）

• 

第
二
種
銃
猟
（
空
気
銃
）

●
試
験
の
日
程
と
場
所

【
第
１
回
試
験
】

• 
申
込
期
間

　

５
月
23
日
（
月
）
〜
６
月
10
日
（
金
）

• 

試
験
日
お
よ
び
実
施
場
所

　

７
月
２
日
（
土
）
洲
本
市
（
わ
な
猟
の
み
）

　

７
月
９
日
（
土
）
神
戸
市

　

７
月
15
日
（
金
）
姫
路
市

　

７
月
23
日
（
土
）
養
父
市

　

７
月
30
日
（
土
）
姫
路
市

【
第
２
回
試
験
】

• 

申
込
期
間

　

７
月
19
日
（
火
）
〜
８
月
12
日
（
金
）

• 

試
験
日
お
よ
び
実
施
場
所

　

８
月
29
日
（
月
）
神
戸
市

　

９
月
３
日
（
土
）
神
戸
市

　

９
月
16
日
（
金
）
神
戸
市

　

11
月
26
日
（
土
）
姫
路
市
（
わ
な
猟
の
み
）

※ 

申
請
書
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
ま
た
は
農
林
水
産
振
興
事
務
所
お

よ
び
役
場
農
林
水
産
課
で
配
布
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
狩
猟
免
許
試
験

令
和
４
年
度
狩
猟
免
許
試
験

初
心
者
狩
猟
講
習
会

初
心
者
狩
猟
講
習
会

　

狩
猟
免
許
試
験
を
受
験
す
る
人
を
対
象
に
、

一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
猟
友
会
が
知
識
・
技

能
に
関
す
る
講
習
会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
、
５
月
上
旬
に

兵
庫
県
猟
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
講
習
会
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
猟
友
会

　

０
７
８
・
３
６
１
・
８
１
２
７

（一社）兵庫県猟友会
ホームぺージ

県ホームぺージ
令和4年度狩猟免許試験
受験・狩猟免許更新案内

●問い合わせ先
　役場観光商工課

中小企業等中小企業等
支援制度の支援制度の
ごご案内案内

　

町
内
事
業
所
の
振
興
を
図
る
た
め
、
各

種
の
支
援
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。　

企
業
立
地
促
進
事
業　

　

工
場
の
新
設
、
増
設
を
支
援
し
ま
す
。

•  

設
備
投
資
額
５
０
０
０
万
円
以
上
、
新
規

雇
用
２
人
以
上
で
５
年
間
の
固
定
資
産
税

相
当
額
を
補
助
し
ま
す
。

地
域
産
業
活
性
化
人
材
育
成
支
援
事
業

　

従
業
員
の
研
修
、
資
格
取
得
な
ど
に
要
す

る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

•  

研
修
な
ど
へ
の
参
加
費
用
（
上
限
２
万

円
）、
講
師
を
招
く
講
習
会
に
係
る
経
費

（
上
限
５
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

職
場
環
境
改
善
支
援
事
業

　

経
営
者
や
従
業
員
が
働
き
方
に
関
す
る
専

門
的
な
知
識
を
身
に
付
け
る
た
め
に
必
要
な

経
費
を
補
助
し
ま
す
。

•  

研
修
な
ど
へ
の
参
加
費
用
（
上
限
２
万

円
）、
講
師
を
招
く
講
習
会
に
係
る
経
費

（
上
限
15
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

起
業
・
創
業
支
援
事
業

　

創
業
を
目
指
す
人
へ
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

•  

一
定
要
件
を
満
た
し
た
人
（
創
業
支
援
セ

ミ
ナ
ー
受
講
な
ど
）
へ
、
創
業
に
必
要
な

経
費
（
上
限
50
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

も
の
づ
く
り
支
援
事
業

　

新
商
品
の
開
発
、
製
品
改
良
な
ど
に
必
要

な
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

•  

一
定
要
件
を
満
た
し
た
人
（
も
の
づ
く
り

支
援
セ
ミ
ナ
ー
受
講
な
ど
）
へ
、
外
注
加

工
費
、
調
査
研
究
委
託
費
な
ど
に
必
要
な

経
費
（
上
限
50
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
商
工
会
委
託
事
業
）

　

創
業
ま
で
に
必
要
な
知
識
（
税
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
）
の
習
得
を
支
援
し

ま
す
（
受
講
料
無
料
）。

　

新
製
品
の
製
作
や
改
良
に
必
要
な
知
識

（
経
理
、
販
路
開
拓
な
ど
）
の
習
得
を
支
援

し
ま
す
（
受
講
料
無
料
）。

経
営
事
業
計
画
策
定
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
商

工
会
委
託
事
業
）

町ホームぺージ
企業支援・補助制度
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●
送
付
対
象
者

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男

性
（
無
料
で
受
け
ら
れ
る
の
は
一
人
１
回
限
り
で
、
受
検
済

み
の
人
に
は
ク
ー
ポ
ン
券
の
送
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

●
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
間

　

令
和
７
年
２
月
末
ま
で

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場
●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

成
人
男
性
を
対
象
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
中

成
人
男
性
を
対
象
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
中

〜
風
し
ん
の
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
が
３
年
間
延
長
に
な
り
ま
し
た
〜

〜
風
し
ん
の
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
が
３
年
間
延
長
に
な
り
ま
し
た
〜

無
料
で
風
し
ん
抗
体
検
査
・
定
期
接
種
が
で
き
る
機
関

無
料
で
風
し
ん
抗
体
検
査
・
定
期
接
種
が
で
き
る
機
関

精
神
障
害
者
相
談
員
に
よ
る

精
神
障
害
者
相
談
員
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

本
町
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
、
香
住
区
２
人
、

村
岡
区
１
人
、
小
代
区
１
人
、
計
４
人
の
精
神
障
害
者
相
談
員

が
活
動
し
て
お
り
、
誰
で
も
相
談
が
で
き
る
場
と
し
て
、
相
談

員
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
毎
月
１
回
、
区
を
巡
回

し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
ス
ト
レ
ス
、
ひ
き
こ
も
り
、

こ
こ
ろ
の
症
状
な
ど
の
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。
相
談
を
利
用

し
「
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
て
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
」「
大
丈

夫
と
言
っ
て
も
ら
え
て
安
心
し
た
」
と
話
し
て
い
た
人
も
い
ま

し
た
。

　

人
は
程
度
に
関
わ
ら
ず
、
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
悩
み
や
心
の
内
を
解
放
す
る
こ
と
で
、
気
持
ち
が
す
っ
き
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
悩
ん
で
い
る
の
か
自
分
で
も
よ

く
分
か
っ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
気
持
ち
を
話
す
こ
と
で
、
自

分
の
現
状
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
今
ま
で
気
付
い
て

い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
け
た
り
し
ま
す
。

　

年
間
の
相
談
日
の
日
程
は
、
本
号
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
相
談
に
来
る
の
が
困
難
な
人
に
は
、
時
間
内

の
匿
名
の
電
話
相
談
、
家
庭
訪
問
で
対
応
し
ま
す
。
定
例
日
以

外
の
日
程
で
も
調
整
で
き
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
お
気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

●
風
し
ん
抗
体
検
査

① 

町
ぐ
る
み
総
合
健
診
（
10
時
〜
11
時
30
分
は
予
約
不
要
）

②
人
間
ド
ッ
ク
・
特
定
健
診
（
要
申
込
）

③
事
業
所
健
診
（
要
申
込
）

④ 

香
美
町
内
の
医
療
機
関（
公
立
香
住
病
院
、山
本
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
村
瀬
医
院
（
要
申
込
））

⑤ 
香
美
町
外
（
全
国
）
の
実
施
機
関
（
検
査
で
き
る
機
関
は

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
風
し
ん
の
追
加
的
対
策
に

つ
い
て
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

●
定
期
接
種

　

抗
体
検
査
に
よ
り
抗
体
価
が
低
く
「
風
し
ん
定
期
接
種
対

象
」
と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
風
し
ん
予
防
接
種
に
つ
い
て
、

前
記
の
④
、
⑤
の
医
療
機
関
に
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
に
持
参
す
る
も
の

• 

ク
ー
ポ
ン
券

• 

風
し
ん
抗
体
検
査
受
診
票

• 

本
人
確
認
書
類

風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
世
代
に
つ
い
て

風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
世
代
に
つ
い
て

　

風
し
ん
は
、
成
人
が
か
か
る
と
症
状
が
重
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
「
昭

和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
」

は
、
抗
体
保
有
率
が
他
の
世
代
に
比
べ
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
の
期
間
に
ク
ー
ポ
ン

券
に
よ
る
風
し
ん
抗
体
検
査
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
全
国
に
お
け
る
抗
体
検
査
実
施
率
は
３
割
に
留
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
風
し
ん
の
大
き
な
流
行
が
起
こ
る

可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
し
て
、
期
間
が
３
年
間
延
長
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
風
し
ん
追
加
対
策
と
し
て
、
令
和
４

年
４
月
〜
５
月
に
、
こ
の
年
代
の
男
性
に
風
し
ん
抗
体
検
査

と
予
防
接
種
が
無
料
で
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
健
診
な
ど
の
機
会
を
利
用
し
て
早
め
に
受
診
を
お
願

い
し
ま
す
。

厚生労働省ホームぺージ
風しんの追加的対策について

の

　

精
神
障
害
者
の
保
健
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
18
年
か
ら
始
ま
っ
た
兵
庫
県
独
自
の
制
度
で
す
。

精
神
障
害
者
相
談
員
制
度
と
は
…

精
神
障
害
者
相
談
員
の
業
務

① 

精
神
障
害
者
や
悩
み
が
あ
る
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族
の
相
談
に

対
応

②
町
が
実
施
す
る
事
業
へ
の
協
力

③
こ
こ
ろ
の
健
康
問
題
の
正
し
い
理
解
の
普
及
啓
発

④
住
民
の
精
神
保
健
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
活
動
実
施
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●問い合
わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

元
気
体
操
サ
ー
ク
ル
始
め
ま
せ
ん
か

元
気
体
操
サ
ー
ク
ル
始
め
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
、
み
ん
な
で
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
で
き
る
限
り
元
気
で
自
立

し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
「
香
美
町
元
気

体
操
サ
ー
ク
ル
」
を
展
開
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
元
気
活
性
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

週
１
回
以
上
の
適
度
な
運
動
を
継
続
的
に
集

団
で
行
う
と
、
健
康
上
の
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、現
在
67
団
体
が「
元

気
体
操
サ
ー
ク
ル
」
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

●
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

元
気
体
操
は
、
セ
ラ
バ
ン
ド
と
い
う
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
用
の
ゴ
ム
を
使
用
し
、
30
分
程
度
、
唱

歌
に
合
わ
せ
て
座
っ
て
体
を
動
か
す
も
の
で
す
。

セ
ラ
バ
ン
ド
の
種
類
で
強
度
を
調
整
し
、
自
身

の
体
に
合
っ
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
柔
軟
運

動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
？

　

３
カ
月
続
け
る
こ
と
で
、
体
力
維
持
・
向
上

の
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
転
倒
予
防
、

認
知
症
進
行
予
防
、
閉
じ
こ
も
り
・
う
つ
病
予

防
な
ど
、
体
力
向
上
以
外
の
効
果
も
期
待
で
き

ま
す
。

●
高
齢
で
も
筋
力
が
つ
く
の
？

　

90
歳
を
終
え
て
も
筋
力
・
運
動
能
力
は
上
が

り
ま
す
。
ま
た
、
継
続
す
る
こ
と
で
、
筋
力
は

維
持
さ
れ
ま
す
。「
継
続
は
力
な
り
！
」
で
す
。

●
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

元
気
体
操
サ
ー
ク
ル
の
多
く
は
、
地
区
公
民

館
な
ど
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

１
人
だ
と
体
操
が
続
け
ら
れ
な
く
て
も
、
仲

間
が
い
る
こ
と
で
楽
し
く
続
け
ら
れ
ま
す
よ
ね
。

体
操
を
き
っ
か
け
に
近
所
に
知
り
合
い
が
増
え

る
こ
と
で
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
強
く
な
り
、

見
守
り
や
助
け
合
い
の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

お
試
し
体
験
講
座
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

元
気
体
操
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も

元
気
体
操
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も

活
用
し
て
く
だ
さ
い
！

活
用
し
て
く
だ
さ
い
！

　

町
で
は
、
元
気
で
体
操
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
元
気
体
操
サ
ー
ク
ル
で
使
用
で
き

る
３
種
類
の
体
操
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
監
修
、
作
成

し
ま
し
た
。
５
月
中
旬
頃
に
各
元
気
体
操

サ
ー
ク
ル
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
ず
、
地
域
で
健
康
づ

く
り
や
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

●
配
付
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ

 「
南
中
ソ
ー
ラ
ン
」
介
護
予
防
版

　
　
　
　
　
　
　
　

（
作
成　

村
岡
高
校
）

　

村
岡
高
校
地
域
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

類
型
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
椅
子
に
座
っ

て
で
き
る
「
南
中
ソ
ー
ラ
ン
」
を
考
案
し

ま
し
た
。「
南
中
ソ
ー
ラ
ン
」
と
は
、
北

海
道
民
謡
の
ソ
ー
ラ
ン
節
を
ア
ッ
プ
テ
ン

ポ
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
曲
を
用
い
た
踊
り
な

ど
の
こ
と
で
す
。
若
い
力
を
日
頃
の
体
操

に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！

▲口や舌を動かす体操もあります。

元
気
体
操
サ
ー
ク
ル
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１

　

元
気
体
操
サ
ー
ク
ル
の
音
楽
に
合
わ
せ

た
、
柔
軟
・
筋
力
ア
ッ
プ
が
目
的
の
基
本

の
元
気
体
操
で
す
。
新
規
団
体
は
こ
ち
ら

か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

基
本
の
元
気
体
操
に
親
し
ん
で
い
る
皆

さ
ん
も
、
改
め
て
こ
ち
ら
で
体
操
フ
ォ
ー

ム
を
確
認
す
る
こ
と
で
よ
り
効
果
的
な
体

操
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

元
気
体
操
サ
ー
ク
ル
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２

　

全
て
椅
子
に
座
っ
た
状
態
で
で
き
る
体

操
に
な
っ
て
い
ま
す
。
セ
ラ
バ
ン
ド
を
使

う
体
操
と「
カ
ミ
カ
ミ
体
操
」（
口
の
体
操
）

が
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
噛
む

力
や
飲
み
込
む

力
な
ど
、
口
の

健
康
を
維
持
す

る
こ
と
が
全
身

の
健
康
に
つ
な

が
り
ま
す
。

：

▲ 2つの姿勢で体操ができます。

▲ 体操を考案した村岡高校から、DVD100 枚とガイ
ドブック 1,000 冊を寄贈していただきました。
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活活費費 相相談

【事例】

　ネットで「スマホでできる副業。

写真をアップするだけ」という広

告を見つけ、4,000 円のマニュア

ルを購入した。詳しい内容が書か

れていなかったので電話サポート

を利用すると「50 万円コースな

ら遠隔サポートが受けられる」と

勧誘された。

　お金がないと断ると「先に借金

して支払って、もうけで返せばよ

い」としつこく言われ断り切れず

に申し込んだが、返せそうにない。

4月から18歳は大人です4月から18歳は大人です
～副業マニュアル（情報商材）の購入～入～入～

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

【ひとことアドバイス】

● 情報商材の購入をきっかけに、高額なサポートプランやセミ

ナーなどの契約に誘導され、借金やクレジットカードの作成

を迫られるケースがあります。

● 事前に内容を確かめることができず、後から「価値のない情

報だった」といったトラブルになりがちです。

● 「返金保証がある」と記載があっても「応じない」「連絡が

つかない」などのトラブルが多く、注意が必要です。

●
問

い
合
わせ先　役場

町
民

課

環
境
衛

生
からのお知

ら
せｅｃｏ

●野焼き禁止の例外

•  社会慣習上または宗教上の行事を行うために必要

な廃棄物の焼却

　【例：どんど焼き（門松、しめ縄などの焼却）など】

•  農業、林業または漁業を営むためにやむを得ない

ものとして行われる廃棄物の焼却

　 【例：農業者の焼き畑や稲わらの焼却、漁業者の

魚網に付着した海産物の焼却など】

•  たき火やその他日常生活の焼却で軽微なもの（紙

くずやビニール袋など日常の生活から出るごみは

該当しません）

　 【例：たき火、キャンプファイヤーなど木くずの

焼却など】

•  災害の予防、応急対策または復旧のために必要な

もの

　【例：災害時における木くずの焼却など】

•  国または地方公共団体がその施設の管理を行うた

めに必要なもの

　 【例：河川管理者による草木の焼却、海岸管理者

による漂着物の焼却など】

• 処理基準、構造基準を満たす焼却炉での焼却

　「洗濯物に煙すすや臭いがついて困る」「煙が部屋

に入って窓が開けられない」といったような、ごみ

の野焼きに関する苦情が寄せられています。さらに、

町内でも野焼きが原因の火災が発生し、警察に検挙

される事例が起こっています。

　野焼きは、次に掲げる例外を除き法律によって禁

止されており、違反した場合は、厳しい罰則「5年

以下の懲役もしくは 1,000 万円以下（法人は 3億

円以下）の罰金、またはこれらの併科」が適用され

ます。野焼きは絶対にやめて、適正に分別して処理

をしてください。

　また、例外とされた行為であっても、焼却するこ

とによって大量の煙や臭いが発生し、周辺の人から

苦情があった場合は、焼却を中止してください。

町ホームぺージ
野外焼却はやめましょう

情報商材とは？

　インターネット通販などで「簡

単に稼げるノウハウ」などと称し

て販売される PDF ファイルや動

画、アプリなどの情報のこと。

野焼きは絶対にやめましょう！野焼きは絶対にやめましょう！
ごみは適正な処理をお願いしますごみは適正な処理をお願いします
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香美町香美町
地域おこし地域おこし
協力隊日記協力隊日記

第56話第 56話

　

こ
ん
に
ち
は
。
香
美
町
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
村
上
清き

よ
た
か能

で
す
。
小
代
内
水
面
漁
業
組

合
で
事
業
継
承
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
香
美
町
に
引
っ
越
し
て
き
て
、
１
年

が
た
ち
ま
し
た
。
不
安
と
希
望
を
抱
き
、
家

族
５
人
で
こ
の
地
に
来
ま
し
た
。

　

最
初
の
頃
は
今
ま
で
と
は
全
く
違
う
生
活

様
式
に
、
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
。
築
１
０

０
年
の
と
て
も
広
い
古
民
家
を
貸
し
て
も
ら

い
、
大
丈
夫
か
な
と
も
思
い
ま
し
た
が
全
然

大
丈
夫
で
し
た
。
む
し
ろ
、
前
の
家
よ
り
も

良
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

窓
か
ら
見
え
る
自
然
や
川
の
音
が
と
て
も

気
持
ち
よ
く
、
近
所
の
人
た
ち
も
と
て
も
親

切
で
す
。
不
安
よ
り
も
感
動
や
安
ら
ぎ
の
方

が
は
る
か
に
大
き
く
、
毎
日
を
と
て
も
幸
せ

に
優
し
い
気
持
ち
で
過
ご
せ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

か
け
が
え
の
な
い
家
族
と
の
時
間
は
人
生

の
宝
物
で
す
。
そ
ん
な
時
間
を
た
く
さ
ん
持

つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
香
美
町
の
皆
さ
ん

に
感
謝
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

私
が
こ
の
香
美
町
を
選
ん
だ
理
由
は
、

す
っ
ぽ
ん
の
養
殖
が
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

全
国
を
探
し
ま
し
た
が
、
香
美
町
だ
け
が
親

切
に
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
役
場
の
人

や
養
殖
場
の
組
合
長
さ
ん
も
と
て
も
親
切
に

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

す
っ
ぽ
ん
に
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
パ

ワ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
パ
ワ
ー
で
み
ん
な

が
健
康
で
幸
せ
に
な
る
こ
と
が
私
の
夢
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
た
く
さ
ん
の
す
っ
ぽ
ん
を
育

て
、
出
荷
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

　私たちが暮らすまちは、ユネスコが認定した「山

陰海岸ユネスコ世界ジオパーク」の一部です。全

体は、東から京都府の京丹後市、兵庫県の豊岡市、

香美町、新温泉町、鳥取県の岩美町、鳥取市で構

成される広大なエリアです。ここでは、日本列島

が大陸の一部だった時代から現在に至るまでの多

様な地形や岩石を見ることができ、またその上に

生きる動植物の営みや、歴史・文化を感じること

ができます。

　そしてこのジオパークには、「立岩」、「玄武洞」、

「鳥取砂丘」、「今子浦」など、魅力ある見どころ

が至る所にあります。それらは観光資源としての

みならず、教育や自然体験の場としても活用され、

また地域のシンボルとしても人々に親しまれてい

ます。

　地球の恵みを思いっきり体感できる山陰海岸ジ

オパークは、日本国内に 9ヶ所しかない「ユネ

スコ世界ジオパーク」の一つです。

　このように、世界的な価値を認められた地に私

たちは住んでいるのです。

　ジオパークについてお伝えするこのコーナー、

次回は 8月号に掲載予定です。お楽しみに！

●問い合わせ先

　山陰海岸ジオパーク推進協議会

　0796・26・3783

ここは『山陰海岸ユネスコここは『山陰海岸ユネスコ
世界ジオパーク』です世界ジオパーク』です

第 1回第 1回

みみ
んん
なな
のの

▲すっぽん養殖場の設備修繕を手伝う村上さん

古くから祈願岩としてさまざまな願いを叶えてきた古くから祈願岩としてさまざまな願いを叶えてきた
今子浦海水浴場の「かえる岩」今子浦海水浴場の「かえる岩」
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●問い合わせ先　町教育委員会生涯学習課

　町教育委員会では、平成 27年度から令和 3年度まで第 1期となる香美町スポーツ推進計画に基づき、町の

特徴を生かしたスポーツ文化の定着を目指し「体力づくり運動」を進めてきました。令和 4年度からは「第 2

期香美町スポーツ振興計画」により、スポーツを通じて目標にチャレンジする人づくりを目指し、取り組みを

進めていきます。

　第 2期計画では、高齢者を対象としたスポーツ教室などの充

実や、指導者の育成、運動技術・能力の向上、スポーツツーリズ

ムの推進をより一層図ることとしています。

　具体的には、多くの町民の皆さんが生涯にわたって取り組む

ことができ、体力の向上や健康増進を図る生涯スポーツとして、

ウォーキングなどを推進し、また、幼児から高齢者まで各年代に

応じたスポーツ教室を開催します。

　香美町ならではのスポーツの推進として、積雪地帯の気候特性

や施設環境を生かしたスキーを推奨するとともに、ふるさと教育

の一環であり、生涯にわたり記憶に残る取り組みとして、スノー

シューなど「雪」をテーマとした体験を進めます。

　近年、小・中学生を対象とした「全国体力・運動能力等調査」では、

本町の小・中学生とも、多くの種目で全国平均を上回る結果となっ

ており、県大会へ出場する競技が増え、全国レベルとなる選手が

誕生していることから、日本体育大学との連携協定によるスポー

ツ講習会の開催や、指導者養成事業によりさらなるレベルの向上

を図ります。

　本計画を推進するためには、基本理念・方針に向かって、町民、各種スポーツ団体、観光団体、学校、行政

などが、それぞれの役割を果たしていくことが重要と考えています。町民の皆さんには、自発性の下に、健康

に配慮しつつ、年齢、性別などに応じて、日常的にスポーツに親しむとともに楽しく取り組んでいただき、団体、

行政などは、関係機関が連携しながら、皆さんにスポーツに関心を抱いていただけるような普及啓発と、生涯

にわたりスポーツに取り組むことができる環境を整えていきます。

スポーツ推進への取り組み

豊かなスポーツライフを楽しむ

【基本理念】

　全世代の町民が、豊かなスポーツライフを楽しみ、健康な暮らしと活力ある町づくりに繋がるよう、ス

ポーツの振興を図る。

【基本方針】

○誰もが、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツを楽しめる環境を整える。

○目標を抱き、あきらめず挑戦する人、その挑戦を支える人を育てる。

○スポーツを通じた、健康な体力づくり、交流による地域づくりを進める。

第 2期香美町スポーツ振興計画（計画期間：令和 4年度～令和 9年度）

▲スノーシュー体験

▲ボルダリングに挑戦
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けいじばんまちからの情報

開　
　

催

開　
　

催

町ホームページ
各種相談窓口

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

●
と
き

　

６
月
18
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
16
時

●
と
こ
ろ

　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市
民
活
動
室
Ｂ

●
内
容

　

土
地
建
物
登
記
、
土
地
境
界
に
関
す
る
相
談

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

　

兵
庫
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
但
馬
支
部

　

０
７
９
６
・
23
・
３
８
６
０

（
前
日
の
17
時
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。）

専
門
栄
養
相
談
窓
口

専
門
栄
養
相
談
窓
口

募　
　

集

募　
　

集

兵庫県立山の学校
ホームぺージ

司
法
書
士
に
よ
る

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会
（
要
予
約
）

無
料
法
律
相
談
会
（
要
予
約
）

●
と
き

　

６
月
11
日
（
土
）
13
時
〜
16
時

●
と
こ
ろ

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

　

兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部

　

０
７
９
６
・
23
・
７
８
１
７

※
相
談
受
付
専
用
番
号
（
平
日
の
み
）

※ 

相
談
日
の
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
で
は
、
適
切
な
食

習
慣
の
定
着
や
、
栄
養
成
分
表
示
な
ど
の
普

及
・
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

●
と
き

　

毎
月
第
２
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
週

に
順
延
）
13
時
〜
15
時

●
と
こ
ろ

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
（
豊
岡
市
幸
町
７

‐
11　

兵
庫
県
豊
岡
総
合
庁
舎
内
）　

●
相
談
内
容

①
難
病
患
者
な
ど
の
食
生
活

②
生
活
習
慣
病
お
よ
び
合
併
症
の
食
生
活

③
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
除
去
食

④
介
護
が
必
要
な
人
の
食
生
活

⑤
栄
養
成
分
表
示
な
ど
に
関
す
る
こ
と

⑥
健
康
食
品
な
ど
の
虚
偽
誇
大
広
告

⑦
そ
の
他
食
に
関
す
る
相
談

●
申
込
方
法

　

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

兵
庫
県
立
出
石
特
別
支
援
学
校
み
か
た
校

兵
庫
県
立
出
石
特
別
支
援
学
校
み
か
た
校

　

み
か
た
校
紹
介
Ｄ
ａ
ｙ
！

　

み
か
た
校
紹
介
Ｄ
ａ
ｙ
！

●
と
き

　

６
月
27
日
（
月
）、28
日
（
火
）、29
日
（
水
）

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分
（
受
付 

10
時
〜
）

●
と
こ
ろ

　

兵
庫
県
立
出
石
特
別
支
援
学
校
み
か
た
校

●
対
象

　

特
別
支
援
教
育
に
興
味
の
あ
る
保
護
者
や

教
員
、
教
育
・
福
祉
・
医
療
関
係
者
な
ど

●
内
容

　

学
校
の
概
要
説
明
、
公
開
授
業
参
観
な
ど

●
申
込
方
法

　

氏
名
、
所
属
先
、
連
絡
先
、
参
加
希
望
日

を
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
人
数

　

各
日
先
着
５
名
ま
で

●
申
込
期
限

　

６
月
17
日
（
金
）

※ 

気
象
状
況
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※ 
幼
児
、
児
童
、
生
徒
の
参
加
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

出
石
特
別
支
援
学
校
み
か
た
校
支
援
研
修
部

　

０
７
９
６
・
95
・
１
２
２
５

　

０
７
９
６
・
95
・
１
１
２
７

　

m
ikata-sn-ks@

hyog
o-c.ed.jp

FAXFAX

令
和
４
年
度
県
立
山
の
学
校
生
徒
（
追
加
募
集
）

令
和
４
年
度
県
立
山
の
学
校
生
徒
（
追
加
募
集
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
健
康
管
理
課

　

０
７
９
６
・
26
・
３
６
６
０

●
対
象
者

　

義
務
教
育
を
修
了
し
た
人
で
、
寮
で
の
共

同
生
活
や
体
験
活
動
が
で
き
る
令
和
４
年
４

月
１
日
現
在
で
15
〜
23
歳
ま
で
の
県
内
在
住

男
子

●
募
集
定
員

　

若
干
名
（
定
員
20
人
の
範
囲
内
）

●
追
加
募
集
期
間

　

生
徒
数
が
定
員
に
達
す
る
日
ま
た
は
令
和

４
年
９
月
末
の
い
ず
れ
が
早
い
日
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

兵
庫
県
立
山
の
学
校

　

宍
粟
市
山
崎
町
五
十
波
４
３
０
‐
２

　

０
７
９
０
・
62
・
８
０
８
８

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

自
動
車
税
の
納
期
限
は

自
動
車
税
の
納
期
限
は
55
月月
3131
日
（
火
）

日
（
火
）
で
す
で
す

　

こ
れ
ま
で
の
金
融
機
関
等
窓
口
で
の
納
付

に
加
え
て
、
自
宅
か
ら
で
も
で
き
る
納
付
方

法
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に

お
忘
れ
な
く
！

•  

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
サ
イ
ト
）

• 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

• 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ　

な
ど

●
問
い
合
わ
せ
先

　

兵
庫
県
豊
岡
県
税
事
務
所

　

０
７
９
６
・
26
・
３
６
２
８

県ホームぺージ
自動車税種別割
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フォトニュース！

　4月 10 日、香住区中央公民館で、香美町消防団

出初式が行われ、団員約 240 人が出席しました。

　新型コロナウイルス感染症流行のため 3年ぶり

の開催となったこの日も、感染防止対策のため来賓

を最小限とするなど規模を縮小して行われました。

　式では、長井第 1分団山田将平さんが新入団員

を代表して「地域住民の期待に応えるべく、精一杯

努力します」と力強く誓いました。

　その後、今後武司町消防団長は「大規模災害など

の有事に備え、災害に強い、災害がないまちを目指

し、日ごろの訓練を積み重ねることが大事。今後も

予防消防の啓発と訓練活動に精進してください」と

訓示を述べ、団員の意識向上を図りました。 ▲新入団員を代表して登壇し、誓いの言葉を述べる山田さん

火災や災害からまちを守る決意を新たに　火災や災害からまちを守る決意を新たに　～令和 4年度香美町消防団出初式～～令和 4年度香美町消防団出初式～

　4月 5日、香住小学校で交通安全物品贈呈式が行

われ、同校の新一年生代表の 6人が反射材を使っ

たキーホルダーなどを受け取りました。

　これは、毎年、町内の小・中学生が安全に登校で

きるよう、町、美方警察署、香美町防犯協会、美方

交通安全協会が交通安全や防犯グッズなどを贈呈し

ているものです。

　浜上町長は「交通ルールをしっかり守って元気に

登校してください」と子どもたちに呼び掛け、交通

安全旗を手渡しました。

　受け取った岡本陽太くん（6）は「ちゃんと信号

を守って、横断歩道を渡って学校に行きます」と元

気に話してくれました。　 ▲受け取った交通安全旗を手にする児童たち

みんなで交通ルールを守って登校しようね　みんなで交通ルールを守って登校しようね　～交通安全物品贈呈式～～交通安全物品贈呈式～

　4月 9日、村岡区中央公民館で、香美町高齢者大

学「そぶキャンパス」・公民館講座の開講のつどい

が行われました。

　これは、そぶキャンパスの専門の 4講座と、村

岡・小代の各地区公民館で行われる一般の 24講座

の開講に当たって行われたもので、講師と受講生の

初顔合わせの機会となっています。

　また、第 2部として「矢田川・なるほど今昔物語」

と題した記念講演も開催。講師を務めた矢田川発地

球環境グループの原昌久さんは、矢田川流域で失わ

れつつある環境や「淵」の再生に関する取り組みを

紹介し、「多様な生き物が多く住むにぎやかな川を

後世に残したい」と熱い思いを語りました。

学びを通して生活に彩りを　学びを通して生活に彩りを　～香美町高齢者大学「そぶキャンパス」・公民館講座 開講の集い～～香美町高齢者大学「そぶキャンパス」・公民館講座 開講の集い～

▲矢田川の「淵」の現状を話す原さん
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まちの話題をピックアップ

　4月 14 日、町立ジオパークと海の文化館で、町

内にある山・川・海を象徴する 3施設の連携確認

式が行われました。

　これは、相互に交流を行いながら本町が持つ豊か

な自然の魅力を発信していくことを目的にうもので、

施設の代表である、村岡区「木の殿堂」の池田行夫

副館長、同区「道の駅矢田川」の阿瀬大典駅長、香

住区「ジオパークと海の文化館」の西田昭夫館長の

3人が初めて集結し、連携を確認しました。

　実現に向けて呼びかけを行ってきた兎和野高原野

外教育センターの丸山一則所長は「地域住民にも町

の豊かな自然を再確認してほしい」とし、3施設の

スタンプラリーや相互展示などの構想を話しました。▲それぞれの名物を手に、笑顔で連携を誓う各施設の代表者

魅力発信を目指して強力タッグ　魅力発信を目指して強力タッグ　～山・川・海 ３施設連携確認式～～山・川・海 ３施設連携確認式～

　4月 16 日と 17 日、木の殿堂で、五月人形組み

木教室が開かれ、初心者を対象に行われた 17日は

町内外から 20人が参加しました。

　この日は、これからの季節を象徴する五月人形

を模したもののうち、比較的簡単な初心者向けの 2

種類から 1つ選んで制作しました。参加者は、板

に絵柄が書かれた紙を仮止めし、講師から手順の手

ほどきを受けながら電動糸のこでカット。その後、

やすり掛けと塗装をし、2時間ほどの作業で完成し

た組み木を嬉しそうに眺めていました。

　大阪府豊中市から訪れていた清水沙紀さん（35）

は「息子に作ってあげたくて参加しました。喜んで

くれると思います」と満足そうに話してくれました。

季節にちなんだ手作り組み木を学ぶ　季節にちなんだ手作り組み木を学ぶ　～五月人形組み木教室～～五月人形組み木教室～

▲慎重に電動糸のこを使い、五月人形が完成

　4月 21 日、東京都墨田区の魚
うお り き

力スカイツリータ

ウン ソラマチ店で、「兵庫県香美町フェア」オープ

ニングイベントが開かれました。

　本町は、昨年 10月に漁業関係団体や農林中央金

庫などの 5団体と地域活性化にかかる「包括連携

協定」を締結しました。これは、その取り組みの一

環で、㈱魚力の全面協力の下、各店舗で本町の香住

ガニ、ホタルイカ、ハタハタなどの魚介類やその加

工品を販売・PRする「兵庫県香美町フェア」を開

催することとなり、そのオープニングとして行われ

たものです。

　イベントには浜上町長も参加し、来店者に声を掛

け、積極的に本町の水産物の PRを行いました。 ▲イベントの開始に当たりあいさつを行う浜上町長

全国で香美町を広めるきっかけに　全国で香美町を広めるきっかけに　～東京ソラマチで兵庫県香美町フェア～～東京ソラマチで兵庫県香美町フェア～
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※下記の予定は変更となることがあります。
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接種対象人数
　　（人）

接種者数
　　（人）

接種率
　　（％）

総人口※

接種率（％）

1回目

65 歳以上 6,686 6,499 97.2

12 ～ 64 歳 8,599 7,848 91.3

5 ～ 11 歳 795 213 26.8

合計 16,080 14,560 90.5 88.5

2 回目

65 歳以上 6,686 6,469 96.8

12 ～ 64 歳 8,599 7,800 90.7

5 ～ 11 歳 795 177 22.3

合計 16,080 14,446 89.8 87.8

追加接種
（3回目）

65 歳以上 6,346 6,115 96.4

12 ～ 64 歳 7,454 5,826 78.2

合計 13,800 11,941 86.5 72.6

新新型コロナワクチン接種状況

令和 4年 4月 24日現在

※総人口は16,448人（令和4年 1月 1日現在）で算出

　今年2月から、追加接種分の集団接種と医療機関での個

別接種を実施してきました。集団接種は、5月 14日（土）、

村岡老人福祉センターでの接種が最終の予定です。個別接

種も規模を縮小しますが、引き続き接種を行います。また、

初回接種も受けることができますので、接種を希望する人

は早めの予約をお願いします。

（3/22 ～ 4/20 までの申込求人）

※求人への応募にはハローワークの「紹介状」が必要です。

【予約方法】

• 初回（1回目・2回目）接種の人

　コールセンター

　0796・34・6000（平日 9時～ 17時）

• 追加（3回目）接種の人

　WEBまたはコールセンター



広報 ふるさと香美 2022.5 － 18

身体障害者（移動）相談会の開催について身体障害者（移動）相談会の開催について
　障害の状況などにより、県立身体障害者更生相談

所へ来所できない人を対象に、補装具の交付・修理

に関する適合判定を行います。

　但馬地区では、次の日程で開催されます。

●対象者

　肢体不自由により、身体障害者手帳の交付を受け

ている 18歳以上の人

●申込方法

　相談は全て予約制です。相談日の 2週間前まで

に役場福祉課または各地域局へお申し込みください。

　※手続きには身体障害者手帳が必要です。

日　　時 場　所 住　　所

令和 4年 5月 27 日（金）
豊岡市役所
立野庁舎

豊岡市立野町

12-12

令和 4年 8月 26 日（金） 養父公民館 養父市広谷 250

令和 4年 11 月 11 日（金）
新温泉町健康
福祉センター
すこやか～に

美方郡新温泉町湯

1019

令和 5年 3月 3日（金）
和田山生涯
学習センター

朝来市和田山町玉置

824-1

母子家庭などのための法律相談母子家庭などのための法律相談
　遺産相続・財産分与の問題、養育費・親権の問題、

損害賠償などに、母子等専門相談員（弁護士）が無

料で専門的な法律相談にあたります。令和４年度は

オンライン相談で、毎月実施予定です。

●対象者

　母子家庭、寡婦、父子家庭の人

●とき

●ところ

　新温泉健康福祉事務所

　美方郡新温泉町三谷 389-1

●申込方法

　相談は全て予約制です。相談日の 10日前までに

お申し込みください。

●申し込み・問い合わせ先

　新温泉健康福祉事務所

　0796・82・3161

令和 4年 5月 19日（木）、 6月 16日（木）、

7月 14日（木）、 8月 6日（土）、

9月 15日（木）、10月 13日（木）、

11月 17 日（木）、12月 3日（土）、

令和 5年 1月 19日（木）、 2月 14日（火）、

3月 16日（木）
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まちのうごき
（令和 4年 3月 31 日現在）

人　口 16,256 人　（－ 128）

男 7,723 人　（－ 62）

女 8,533 人　（－ 66）

世帯数 6,368 世帯（－ 21）

（　）内は前月比

■編集後記■

　桜が咲き誇る 4月上旬、村岡区の御殿山公園で

夜桜を撮影しました。道沿いがライトアップされて

おり、幻想的な雰囲気で良かったのですが、人は数

名しかいませんでした。こういった地域の良いとこ

ろも発信していければな、と感じました。（ふくい）

※ このコーナーは、承諾を得た人のみ掲載してい
ます（敬称略）。

行政区 氏名 性別 年齢 死亡日

※ このコーナーは、承諾を得た人のみ掲載してい
ます（敬称略）。

行政区 氏名 性別 保護者 出生日

　町民の皆さんの相互の親睦を深める「香美町民ゴ

ルフ大会」を 3年ぶりに開催します。

●とき・ところ

　5月 28日（土）7時受付開始　神鍋高原カントリークラブ

●参加資格

　町内在住または在勤者（年齢・性別は問いません）

●参加費

　2,500 円（別途プレー料金が必要です）

●申込期限

　5月 18日（水）18時

●申し込み・問い合わせ先

　香美町民ゴルフ大会実行委員会事務局

　 0796・36・2032

香美町民ゴルフ大会参加者募集香美町民ゴルフ大会参加者募集
香住ふるさとまつり海上花火大会協賛チャリティーゴルフ香住ふるさとまつり海上花火大会協賛チャリティーゴルフ

　7月 23 日（土）、3年ぶりに香住ふるさとまつり

を開催します。イベントなどの準備を行っています

ので、楽しみにお待ちください。

　なお、露店の出店は行いま

せんのでご了承ください。

●問い合わせ先

　第 45 回香住ふるさとまつり

総合委員会（役場観光商工課内） 

第45回香住ふるさとまつりを開催します！第45回香住ふるさとまつりを開催します！

　昨年 9月に愛称が決定した、香美町民バス「の

んなるカー」のロゴを制作しました。

　ロゴマークは「のんなるカー」の「の」の字と走

り続けるイメージからデザインしています。

●問い合わせ先　　　役場企画課

香美町民バス「のんなるカー」のロゴが決定！香美町民バス「のんなるカー」のロゴが決定！

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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行政放送が聞き取れなかっ

た場合はお電話ください。

0120・63・1210
（通話料無料）

総　務　課　36・1111

財　政　課　36・1942

企　画　課　36・1962

防災安全課　36・1190

税　務　課　36・1113

会　計　課　36・4321

町　民　課　36・1110

 消費生活センター　36・1941

健　康　課　36・1114

 保健センター　36・5008

福　祉　課　36・1964

 いきいき相談センター　36・4004

農林水産課　36・0846

観光商工課　36・3355

建　設　課　36・1961

上下水道課　36・0420

議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321( 代表 )

小代地域局　97・3111( 代表 )

教育委員会　94・0101

香住区中央公民館（香住区生涯学習センター）

　　　　　　36・3764

村岡区中央公民館　98・1366

小代地区公民館（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

香住文化会館　36・1026

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住地域福祉センター

　　　　　　　39・2050

村岡老人福祉センター

　　　　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター

　　　　　　　97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

ホームページ

援助や配慮を必要

とする人のための

マークです。思い

やりある行動を！

ヘルプマーク

※ QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

　「そんなこと知ってる！」という人が多いかもしれませんが、2年に一度く

らい「いくらですか？」と聞かれることがあります。本町に在住・在勤・在学

の人は、どなたでも無料で図書室の本を読んだり借りたりすることができます。

　今月の本の紹介は、利用したことのない人も、しばらく遠ざかっている人も、

図書室を訪れてみたくなりそうな 3冊です。

図書室へ行こう♪
読書をしませんか？

香住区中央公民館図書室 村岡区中央公民館図書室 小代地区公民館図書室

【本の借り方・返し方】

　初めに、図書室で利用カードの発行手続きをしてください。

　借りたい本と利用カードを、受付まで持参してください。返

すときは本だけを受付に持参してください。

　目当ての本が見つからない場合は職員までお尋ねください。

今月のおすすめ図書今月のおすすめ図書 　各公民館で本の貸し出し、返却の連携をしていますので、借りたい本がない場合

など、お問い合わせいただくと最寄りの公民館で本を貸し出しすることができます。

虐待かもと思ったら…虐待かもと思ったら…
児童相談所虐待対応ダイヤル

１
いちいち

９
くく

８
はやはや

へ☎☎

ふくざわゆみこ／作
学研プラス

『もりのとしょかん』

　ふくろうさんの家の壁には、床か
ら天井まで、本がぎっしり。噂を聞
いた森の動物たちが、次々とやって
くるようになります。ハンモックで
揺られたり、読み聞かせをしたり…。
みんなが思い思いに本を楽しむ様子
が伝わってくる絵本です。

青山美智子／著
ポプラ社

『お探し物は図書館まで』

　小さな図書室の司書さんが差し出
してくれた本のリストと羊毛フェル
トの「付録」が、悩みをそっと解決
に導いてくれます。この本の司書
さんのような神業的な本の紹介は
ちょっと難しいですが、お探しの本
が見つからない時は声をかけてくだ
さい。一緒にお探しします。

ヴィッキー ･マイロン／著
早川書房

『図書館ねこ デューイ』

　日本では、ねこの駅長が話題にな
りますが、アメリカには「図書館ね
こ」がいたそうです。図書の返却ボッ
クスから見つかり、利用者の傍らで
過ごしたねこの実話は、ねこ好きさ
んにもおすすめです。香住には、同
じおはなしのジュニア版があります。

香 香住区中央公民館図書室所蔵

村 村岡区中央公民館図書室所蔵 小 小代地区公民館図書室所蔵

●●●●● ● 所蔵図書室 所蔵図書室 ●●●●●●

香

村

香

小

無料で利用できます！

余 余部地区公民館図書コーナー所蔵村

余

小

（文：村岡区中央公民館　図書館司書　前田 雅美）
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